
マルチベアー

荷物用エレベーター
人荷用エレベーター

E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

M U LT I B E A R



より安全に、 より快適に。

現場のニーズを設計の基本理念として、

様々な作業シーンをサポートします。

クマリフトの荷物用・人荷用エレベーターは、

環境や目的に合わせた製品開発で

現場のニーズにお応えします。

さらに、カラーバリエーションやオプション用品など、

意匠面・機能面の細かなカスタマイズ性も充実させ、

お客様の声をカタチにします。

エレベーターだけではなく、その周辺までを考え、

より安全・より快適な作業環境を実現します。

製品特徴

内室意匠図

荷物用マシンルームレス

人荷用マシンルームレス

荷物用機械室あり

人荷用機械室あり

機械室施工要領

出入口詳細図

仕様

計画上の一般注意事項
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ネットワーク

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3

5

7

9

11

13

14

15

16

17

20

21

22

C O N T E N T S

※標準カラーサンプルは別途カタログがございます。

現場のニーズにオーダーメイドでお応えします。
コーポレートカラー等にあわせた
オーダーメイド色対応

積載物の形状・サイズにあわせた
カゴのオーダーメイド設計

耐久性に優れた
ステンレス仕様など



操作性の向上

作業性の向上
敷居隙間を
10mm縮小

非接触式により
戸閉時の危険を軽減

LED照明を採用
省エネ&コストダウン

「文字が見やすい、押しやすい操作盤」

従来の30mm幅 20mm幅

敷居隙間が狭いほど振動・衝撃が少ない。

エレベーターとかごとの敷居隙間を
20mmに抑えました。これにより、搬入さ
れる荷物が重い場合、かご内またはか
ご外へ移動する際に発生していた振
動・衝撃が軽減されます。

※荷物用のみの機能となります。

※荷物用のみの機能となります。

省スペース化

行き先階登録されている場合、行先ボタンを2度押す事により、その登録を取り消
す事が出来ます。これにより、誤って登録した場合でも、取り消しができ、新たな
登録が出来るようになり、無駄な運転・時間をなくし、業務効率をアップします。

行先階キャンセル機能NEWNEWNEW

エレベーターが使用中の場合でも、乗場呼びボタンを有効とし予約登録が出来
るようになりました。その機能により、現在のエレベーターサービスが終了すると、
その予約登録された階へかごが移動致します。

呼び予約・予約キャンセル機能NEWNEWNEW

戸開動作中に乗場戸閉ボタンを押すと、押された事を記憶し、全戸開状態後、た
だちに戸閉動作を行い運転効率をアップします。

乗場戸閉ボタンメモリー機能NEWNEWNEW

NEWNEWNEW
用途に応じて選べるドア方式

ドアに荷物や作業中の人が挟まれてし
まうといった危険がないよう、従来のドア
セーフティシュー※1に加えて、光電式
マルチビームセンサー※2を採用しまし
た。
非接触式のため、安全性が高く、人の
挟み込みや荷物の損傷防止にも効果
があります。

※1　遮煙ドアの場合を除きます。
※2　2枚上開き戸、3枚上開き戸は光電管1・2段仕様の
　　 オプションとなります。

防火設備工事が不要な
遮煙ドア（オプション）

大臣認定取得済

かご内にLED照明を採用し、消費電力・
CO2排出量が大幅ダウン。長寿命&電
気代の削減で、ランニングコストの削減
にもつながります。

昇降路用防火設備の「遮煙ドア」は、従来なら乗
場ドア廻りに特別な昇降路用防火設備の設置が
必要でしたが、乗場ドアと三方枠に気密材をコン
パクトに配置し、煙の侵入を防止できますので、従
来と同じ昇降路寸法で取付ができます。これによ
り、建築コストの削減ができるようになります。

乗場側

＊消費電力比較（当社調べ）

従来の
かご内蛍光灯

白色
LED照明

213kwh
／年

５６kwh
／年

省エネ率
７３．５％

１５７kwh／年
ダウン

20mm

eco

※2枚上開き戸、3枚上開き戸を除きます。

荷物の運搬頻度や積載量、荷物内容等ニーズに合わせて2枚片
開き戸、3枚片開き戸、2枚上開き戸、3枚上開き戸から選択いただ
けますので、仕事の効率アップにつながります。（人荷用には上開き
戸は対応しておりません。） ※詳細についてはご相談ください。
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mm

1380
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積載 ≦ 1t １t ＜ 積載 ≦ 2t

2枚片開き戸 3枚片開き戸

2枚上開き戸 3枚上開き戸

最小オーバーヘッド高さを短縮NEWNEWNEW

最小ピット深さを120mm短縮NEWNEWNEW



LEDLED

※かご寸法オーダーメイドの場合は、照明数量が異なります。

内室意匠図 （荷物用）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

一方向出入口 一方向出入口

二方向出入口

内室意匠図 （人荷用）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

◆積載750㎏/1 , 0 0 0㎏の場合 ◆積載500㎏の場合

◆積載750㎏/1 , 0 0 0㎏の場合

◆積載750㎏/1 , 0 0 0㎏/ 1 , 5 0 0㎏の場合
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（建築工事）

（建築工事） （建築工事）

（建築工事）

荷物用エレベーター据付図 （マシンルームレス）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

一方向出入口 二方向出入口

＋700㎜加算してください。

電動機
容量

積載4,000kgを超える場合、もしくは上記標準仕様外の場合は、お問い合わせ下さい。
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積載4,000kgを超える場合、もしくは上記標準仕様外の場合は、お問い合わせ下さい。

4,490

4,490

4,490

4,490

電動機
容量

☆

☆印の寸法はP15をご参照ください。

緩衝器は積載質量により、1本使いの場合（R6）と
2本使いの場合（R8）があります。

☆

☆印の寸法はP15をご参照ください。

☆

荷物用エレベーター
荷物を輸送することを目的とするもので、
荷扱者・運転者以外の人は利用できません。

8 8

緩衝器は積載質量により、1本使いの場合（R6）と
2本使いの場合（R8）があります。



☆
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緩衝器は積載質量により、1本使いの場合（R4）と
2本使いの場合（R6）があります。
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☆

☆印の寸法はP15をご参照ください。
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を+700mm加算してください。

人荷用エレベーター据付図 （マシンルームレス）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

人荷用エレベーター
人及び荷物を輸送することを目的とするものです。
※法的には乗用エレベーターとして扱われます。



☆

☆印の寸法はP15をご参照ください。

☆

☆印の寸法はP15をご参照ください。

を+700mm加算してください。

44

荷物用エレベーター据付図 （機械室あり）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

一方向出入口 二方向出入口

荷物用エレベーター
荷物を輸送することを目的とするもので、
荷扱者・運転者以外の人は利用できません。

積載4,000kgを超える場合、もしくは上記標準仕様外の場合は、お問い合わせ下さい。
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☆

☆印の寸法はP15をご参照ください。

人荷用エレベーター据付図（機械室あり）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

人荷用エレベーター
人及び荷物を輸送することを目的とするものです。
※法的には乗用エレベーターとして扱われます。

4

3

機械室施工要領（機械室あり）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S
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オプション

戸に人や荷物が挟まれないように非接触式多光軸センサーにて戸閉反転する機能
※２枚上開き戸、3枚上開き戸はオプション

マルチビームセンサーより手前（乗場側）に設置可能な、戸に荷物や人が挟まれるのを予防する機能単光軸ビームセンサー

かご内壁面にフェルト地の布を取り付け、キズや汚れをつきにくくする幕保護幕

最下階  W+830
通常階  W+360

最下階  W+830
通常階  W+360

W+180 W/2+180

H+510

出入口詳細図
MU LT I B E A R /  E L EVATOR f o r  FRE IGHTS

仕様
MU LT I B E A R /  E L EVATOR f o r  FRE IGHTS

・上記レイアウトは、代表的なものです。各仕様により異なりますので、お問い合わせください。
（注1）最下階の寸法はマシンルームレスの場合のみです。機械室ありの場合は、全て通常階の寸法となります。

オプション

かご内壁面にフェルト地の布を取り付け、キズや汚れをつきにくくする幕

異常発生時にセンターに通知　別途、弊社までお問い合わせください

ドアセーフティシュー、ドアスイッチ、乗場ドアロック

調速機による過速検出スイッチ、非常止め装置(早ぎき）救出口スイッチ

かご内壁下方にステンレス板（ヘアライン仕上）を取付け、壁にキズをつけにくくする仕様

火災時管制運転
遮煙ドア

単光軸ビームセンサー
パーキング機能

荷摺り

出入口関係
かご関係

昇降路内関係

保護幕

遠隔監視

火災発生時に非常用運転へ切換後、避難階への直通運転機能
乗場戸に遮炎・遮煙性能を付足し、防寒設備、特定防火設備とする仕様

乗場操作盤のキースイッチで、運転を休止する機能

マルチビームセンサーより手前(乗場側)に設置可能な、戸に荷物や人が挟まれるのを予防する機能

戸開走行保護装置、過積載検出スイッチ、頂部及びピット安全距離確保スイッチ、電磁ブレーキ、
上部および下部リミットスイッチ、上部および下部ファイナルスイッチ、緩衝器



●頂部隙間は、ロープ式エレベーターの基準を使用します。詳細についてはお問合わせください。 

●昇降路内にエレベーター関係以外の配管、その他の機器が設置されていないこと。

昇降路寸法

●点検口の扉は施錠付きとしてください。
●扉には開閉を確認するスイッチが必要です。
　※弊社にて支給のスイッチを使用し、施工してください。
扉に開閉を確認するスイッチを設置し、扉が開いたときには
動力が遮断されエレベーターを動かない様にします。

●AC-200V、50/60Hz      
　エレベーターは一般に起動頻度が高く、必然的に電気容量も大きくなります。      
　適正な電源を供給することは、エレベーターの性能維持およびメンテナンスの面からも大変重要です。電源設備、電
源線は条件に合致した適正なものを選択のうえ施工してください。

●AC-100V、50/60Hz      
　かご内の照明・換気扇用・各階表示ランプの電源としては、交流単相100Vが必要です。この電源を動力電源から
分岐降圧して使用せず、独立系統として供給してください。

　さらに不測の停電時などの自家発電時にも供給するよう計画する必要があります。

施錠付

6
0
0
以
内

（
消
防
法

施
行
規
則

第
二
十
三
条
）

点検口（煙感知器）

浸水

筺体

計画上の一般注意事項 （1）
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S

点検口スイッチ

別途ご相談下さい。

浸水対策 台風や河川の氾濫等により、浸水の恐れのある地域に設置を計画される場合は、機械室あり（巻上機が地下に
ない）をご検討ください。



計画上の一般注意事項 （2）
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※上記寸法外については、弊社までお問い合わせください。

工事区分
M U LT I B E A R  /  E L E VATO R  f o r  F R E I G H T S
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クマリフトは、荷物用・人荷用エレベーターのほか
●小型エレベーター  ●ダムウェーター
●乗用、寝台用、荷物用（ロープ式・油圧式） ●ホームエレベーター  ● シースルーホームエレベーター
●段差解消機「バーチベーター」   ●いす式階段昇降機「自由生活」
などのメーカーとして、福祉機器分野にいたるまで幅広く省力化、合理化に貢献しています。

大 阪 本 社 〒550-0003 tel. 06-6445-6700
 大阪府大阪市西区京町堀1-12-20 fax. 06-6445-6780

東 京 支 店 〒110-0015 tel. 03-3839-1500
 東京都台東区東上野3-35-9 本池田ビル fax. 03-3839-1611

東 北 支 店 〒984-0011 tel. 022-288-6000
 宮城県仙台市若林区六丁の目西町1-18 fax. 022-288-0800

　
札 幌 営 業 所 〒003-0871 tel. 011-871-7441
 北海道札幌市白石区米里一条3-1-1 fax. 011-871-7446

青 森 営 業 所 〒038-0003 tel. 017-782-7242
 青森県青森市大字石江字江渡117-18 fax. 017-766-4810

八 戸 出 張 所 〒031-0081 tel. 0178-45-8734
 青森県八戸市柏崎1-19-1 fax. 0178-44-2801

秋 田 営 業 所 〒010-0802 tel. 018-868-3531
 秋田県秋田市外旭川字三後田207 fax. 018-868-3541

盛 岡 営 業 所 〒020-0862 tel. 019-635-3521
 岩手県盛岡市東仙北2-4-15 fax. 019-635-3571

山 形 営 業 所 〒990-2477 tel. 023-645-6347
 山形県山形市長苗代56-1 fax. 023-645-7524

仙 台 営 業 所 〒984-0011 tel. 022-288-6000
 宮城県仙台市若林区六丁の目西町1-18 fax. 022-288-0800

郡 山 営 業 所 〒963-8835 tel. 024-941-3501
 福島県郡山市小原田3-2-5 fax. 024-943-3515

北関東営業所 〒330-0841 tel. 048-646-0515
 埼玉県さいたま市大宮区東町1-54 雄飛堂ビル4F fax. 048-645-8579

宇都宮出張所 〒320-0072 tel. 028-305-5273
 栃木県宇都宮市若草4-10-10-103 fax. 028-624-0403

前 橋 出 張 所 〒371-0842 tel. 027-898-2690
 群馬県前橋市下石倉町23-12 キベビル 102号 fax. 027-254-3100

茨 城 営 業 所 〒305-0821 tel. 029-852-0780
 茨城県つくば市春日4-5-7 クラモチ春日マンション1F fax. 029-852-0881

千 葉 営 業 所 〒260-0022 tel. 043-242-7502
 千葉県千葉市中央区神明町13-1 神明ビル fax. 043-246-2891

東 京 営 業 所 〒110-0015 tel. 03-3839-1500
 東京都台東区東上野3-35-9 本池田ビル fax. 03-3839-1611

横 浜 営 業 所 〒221-0822 tel. 045-322-1744
 神奈川県横浜市神奈川区西神奈川1-9-10 fax. 045-324-1472

新 潟 営 業 所 〒950-0913 tel. 025-241-4602
 新潟県新潟市中央区鐙3-12-37 fax. 025-241-9662

長 岡 出 張 所 〒940-2121 tel. 0258-28-3695
 新潟県長岡市喜多町1050-5 丸山ビル2F fax. 0258-28-3288

長 野 営 業 所 〒380-0903 tel. 026-227-7450
 長野県長野市鶴賀54-4 エルシービル fax. 026-227-8731

長野中信出張所 〒399-0746 tel. 0263-53-4150
 長野県塩尻市大門並木町8-17 小野ビル fax. 0263-53-4151

九 州 支 店 〒810-0074 tel. 092-739-7760
 福岡県福岡市中央区大手門1-5-8 アークビル大手門2F  fax. 092-739-7761

石 川 工 場 〒923-0061 tel. 0761-47-4778
 石川県小松市国府台5-26（小松市東部産業振興団地） fax. 0761-47-4544

　
静 岡 営 業 所 〒422-8066 tel. 054-280-7700
 静岡県静岡市駿河区泉町9-14 ウェル・プレミアード1F  fax. 054-280-7701

名古屋営業所 〒456-0013 tel. 052-683-4601
 愛知県名古屋市熱田区外土居町9-14 トキワ土居ビル305号  fax. 052-683-4602

北 陸 営 業 所 〒920-0343 tel. 076-266-1981
 石川県金沢市畝田中3-556 fax. 076-266-1977

福 井 出 張 所 〒910-0854 tel. 0776-26-3562
 福井県福井市御幸1-19-25 澤崎ビル1F fax. 0776-22-1086

京 都 営 業 所 〒602-8151 tel. 075-801-3388
 京都府京都市上京区智恵光院通丸太町上ル西院町747-32  fax. 075-801-3380

大 阪 営 業 所 〒550-0003 tel. 06-6445-1011
 大阪府大阪市西区京町堀1-12-20 fax. 06-6445-1012

神 戸 営 業 所 〒651-0087 tel. 078-251-2395
 兵庫県神戸市中央区御幸通2-1-4 fax. 078-251-2703

岡 山 営 業 所 〒700-0975 tel. 086-246-0431
 岡山県岡山市北区今5-13-36 菊ビル2F fax. 086-246-0437

広 島 営 業 所 〒732-0066 tel. 082-228-5344
 広島県広島市東区牛田本町1-10-24 牛田グリーンビル  fax. 082-221-9846

四 国 営 業 所 〒760-0073 tel. 087-862-9777
 香川県高松市栗林町2-16-14 三好ビル パークヒルズ1F  fax. 087-862-9818

福 岡 営 業 所 〒810-0074 tel. 092-739-7760
 福岡県福岡市中央区大手門1-5-8 アークビル大手門2F  fax. 092-739-7761

北九州出張所 〒802-0085 tel. 093-921-6602
 福岡県北九州市小倉北区吉野町5-20-101 fax. 093-921-6604

長 崎 営 業 所 〒850-0004 tel. 095-832-6767
 長崎県長崎市下西山町13-31 奥園ビル1F fax. 095-832-6768

大 分 営 業 所 〒870-0822 tel. 097-573-5280
 大分県大分市大道町5-2-25 伊藤ビル3階 fax. 097-573-5288

熊 本 営 業 所 〒861-8035 tel. 096-349-7231
 熊本県熊本市東区御領2-28-14 大森ビル御領201 fax. 096-349-7232

宮 崎 営 業 所 〒880-0916 tel. 0985-50-2205
 宮崎県宮崎市大字恒久5027 ルネッサンスコーポ１階 fax. 0985-50-2206

鹿児島営業所 〒890-0061 tel. 099-214-3804
 鹿児島県鹿児島市天保山町15-25 天保山ビル101  fax. 099-214-3805

沖 縄 営 業 所 〒901-2103 tel. 098-874-4350
 沖縄県浦添市仲間1-30-9・1-C fax. 098-874-4340
 
 

https://www.kumali f t .co. jp/

弊社は製品のお引き渡し後一年間保証をいたします。保証期間中に起きる設計・製作上の欠陥、据え付けの不備による故障について
無償または、状況によりお取り替えいたします。ただし、次に該当する場合については、製品保証および無償のサービスの責を負いかねます。

①保守点検のご契約が無いため(手入れ不足)に起こる故障の場合
②取り扱い上の不注意による損傷および故障の場合
③使用上の自然摩耗により、部品を取り替える場合
④弊社および全国サービスネットワーク以外で保守点検または改造・修理等をされた場合
⑤天災地変やその他不可抗力による損傷および故障の場合

「荷物用・人荷用エレベーター」は休むことなく、安全・確実に運行されなければなりません。もしもの時に備えてたえず保守管理に留意し、
復旧させるのが私たちに課せられた使命だといえましょう。
弊社は、全国にわたり、万全の状態で待機しています。保守契約をいただく「荷物用・人荷用エレベーター」は一台ごとに管理番号を登録、
コンピュータに詳しいデータがインプットされ、保守管理計画に基づいて運用処理されております。

■クマリフトの遠隔監視システム
電話回線を用いて、クマリフトの遠隔監視センターがお客様の昇降機の運行状態をリアルタイムにデータ監視します。データは、センターに
蓄積され、最適な保守点検計画の実現に活かします。また、異常が検出された際には、センターが、担当の専門技術者へ連絡し、適切、迅速な
対応を図ります。万が一、故障によりご利用者がかご内に閉じ込められた場合、かご内の非常通話インターホンを通じて、センターと直接会話を
することで、ご利用者の不安を軽減します。
※遠隔監視システムには、遠隔監視装置（オプション）と電話回線の敷設が必要となります。



マルチベアー

荷物用エレベーター
人荷用エレベーター
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